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[2.2]パラシクロファンが創る積層π電子系の構築と機能 
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 [2.2]パラシクロファンは二枚のベンゼン環が近距離で積層したユニークな構造を有する化合物であ
る。我々は[2.2]パラシクロファンの骨格的特徴に着目し、それをビルディングブロックとして用いた
新奇共役系分子や高分子の合成と物性解明に取り組んできた。すなわち、①[2.2]パラシクロファンの
積層構造に焦点を合わせ、[2.2]パラシクロファンをπ共役系主鎖骨格に組み込むことにより、π電子
系が部分的に積層したπスタック型分子および高分子を合成し[1]、得られた分子が高効率にエネルギー
を輸送する単一分子ワイヤーとして機能することを報告した[2]。②[2.2]パラシクロファンに置換基を
導入すると面性不斉を発現することに着目し、それらの実用的光学分割法を種々開発するとともに、
面性不斉光学活性共役系化合物の合成とキロプティカル特性の評価を行ってきた[3]。本講演では、①に
関して簡単に紹介し、最近精力的に取り組んでいる②の光学活性積層π電子系の構築（図１）と機能
（特に円偏光発光）に焦点を合わせ、得られた結果を紹介したい。 
 

 

図１．面性不斉[2.2]パラシクロファンを骨格に有する代表的な光学活性積層π電子系 
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